




































人間福祉学部・児童学科 論文受理日 2017 年 11 月 7 日
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館セツルメントでは，丁度，この年の 9 月に本館建築が落成し 9 月 24 日より保育園を本館に移した。






　興望館セツルメント保育園に先立つ 1921 年 6 月に出された東京市託児保育規程は，第 2 条で保
育内容を扱い，「幼児は一般幼稚園の課程に準じ之を訓育す。その課程左の如し　一，遊戯　二，
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基盤としてセツルメントであり，職員にもセツル（定住）が求められ（7），その地域の人々の生活に
沿う施設の運用がなされていたことが確認できる。興望館セツルメントの職員であった山田栄によ
































































































1 　 満 4 歳より学齢までの幼児を保育す
2 　 保育時間は午前 9 時より午後 1 時迄とす
吉見静江館長時代の興望館セツルメントにおける「幼児の個別理解」
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3 　 保育料は 1 ヵ月金 1 円とし，毎日牛乳 5 勺を給す
　但し此の保育料は家庭の事情により酌量する事あり
4 　 日曜日，祝祭日は休業，其他冬季夏季休業は小学校に準ず
5 　 保育幼児（其兄弟姉妹も）は毎週 1 回医師の診療を受発育上の指導を受く
6 　 父母の会は月 1 回の例会を開く
　月 20 銭の積立をもって遠足，幼児へ記念品其他講演会費用等を分担す
 （以上「社会事業調査表」昭和 4，5 年度）
7 　 園児定員 75 名　保育時間は午前 8 時より午後 4 時迄　保育料 1 カ月 1 円 50 銭
　 又毎日園児に実費 6 銭の栄養昼食を給し，3 時にはおやつを給す。このため毎日昼食代 3 銭
（不足分は父母の会積立金より）と，おやつ代 2 銭を持参す（但し保育時間，保育料，昼食代，
おやつ代は家庭の事情により酌量） （以上「昭和 7 年度事業報告」）（26）
〈保育内容〉















う恵まれた保健環境にあった。「昭和 4 年 10 月より昭和 5 年 6 月迄取扱人員表」によれば「保育園
児 360，乳幼児 49，学齢児 27，歯科 127，総計 563」という実績がある。そうした環境のなかで，
保育日誌にも健康習慣の確立に目をとめた記述がみられる。例えば，1930 年保育日誌の「2 月 5 日
（水）…P さんが入園以来初めてお弁当の前，手を洗った」（P は年少児），「2 月 27 日（木）…P ちゃ
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曜献金が奨励されていた。1930 年「5 月 11 日『母の日』一月以降四月までの児童日曜献金の中よ
り母親へ手製箱入りのお菓子を土産にす。参加児童約百名」（34）であったという。子どもながらに「予
算ある金銭の良き使いみちを考える習慣を作る」機会が設けられていた。
　また，1929 年度の保育日誌に「1 月 9 日（木）…お遊びの時，F ちゃんの振付でおもしろい踊を































　卒園と就学は年長児に特別の意味をもっており，「2 月 21 日（金）午後二時半 入学児童父母に
小学校の先生よりのお話」のある日には，「午後からの会のためにしたいと云ふ子供は積木で家を















　興望館セツルメント保育園では，吉見が 9 月に着任した翌月の 10 月 26 日には「父母の会」が発
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シャルワークー」聖学院大学論叢 29 巻 2 号，2017 年 3 月，pp. 1―14
⑵　吉見静江は，1927 年 9 月に興望館セツルメントより，社会事業研究のために合衆国に派遣され，
1929 年 9 月に学業を終えて帰国すると，9 月 2 日の月曜日より直ちに，興望館館長就任した。この




2000 年 p. 87
⑸　秦野與市「秦野與市氏の語る興望館の思い出」興望館創立 75 周年記念誌編集委員会編『興望館
セツルメント 75 年の歴史』社会福祉法人興望館 1995 年 p. 56
⑹　三浦マサエ「セツルメントの神髄」興望館創立 75 周年記念誌編集委員会編『興望館セツルメン














セツルメント 75 年の歴史』社会福祉法人興望館 1995 年 p. 79
⒃　瀬川和雄，前掲
⒄　実際に興望館セツルメント保育園では，1930 年 12 月に，昼食にみそ汁給食の試行し，翌年の
1931 年 2 月には給食実施に踏み切った。（瀬川和雄編著『興望館セツルメントと吉見静江　その実
践活動と時代背景』社会福祉法人興望館 2000 年 p. 103）さらに，「1931 年 2 月より単に欠食児童を
対象とした給食制度を実施するのではなく，園児全部を対象にした給食制度を実施した」（瀬川和
雄『吉見静江 シリーズ福祉に生きる』大空社　2001 年 p. 73）という。
⒅　払下げ米を使えば給食費は 5 銭であったともいう。（瀬川和雄編著『興望館セツルメントと吉見

























40　「吉見静江著述選集原稿（二）」より「厚生時報 24. 5「鼎談子供の幸福とは 周郷博・吉見静江・
坪田譲治」」
41　瀬川和雄『吉見静江 シリーズ福祉に生きる』大空社　2001 年　p. 74
42　瀬川和雄編著『興望館セツルメントと吉見静江　その実践活動と時代背景』社会福祉法人興望館













　 How is childcare in nursery schools unique? This research identified the postwar situation in 
nursery schools, wherein the understanding of individual infants based on their respective family 
backgrounds, coupled with casework, has been regarded as a basic stage in childcare.  As these 
policies were promoted by Shizue Yoshimi, the then Director of the Child Care Division at the 
Children’s Bureau, Ministry of Health and Welfare, the author assumed that Yoshimi’s childcare 
administration policies were rooted in those of the Kobokan Settlement, where she had served 
as the director before joining the Ministry.  Using five of Yoshimi’s observations as assessment 
items, this research investigated the records of childcare practices at Kobokan Settlement.
 Key words:  Shizue Yoshimi, Kobokan Settlement, Child Welfare Law, Nursery, Ministry of Health 
and Welfare Children’s Bureau 
